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実践報告

初年次教育における ICT の使用目的と内容について
─「スタディスキルを身につける」の担当経験を通して─

人間健康学部　窄　山　　　太

1 ．はじめに
　「スタディスキルを身につける」は、人間健康学部1）において、新入生を対象とした初年次

教育科目の一つとして開講された科目である。この科目は「大学における学びのために必要

な基本的なスキルを演習形式で見つけることを目的」とし、大学生としての学びの態度やそ

の方法を学習することを意図するものである。担当する教員間でこの目的を共有したうえで、

授業の具体的な内容やスケジュールは受講生の実態などをふまえて各教員が調整し実施する

こととされた。私はこの科目を学部が開設された2010年度から2013年度まで担当したが、本

稿ではその経験に基づいて、特に ICT（Information and Communication Technology）2）を

使用する目的とその内容について述べる。

　なお、私の専門領域は社会福祉相談援助であるため、本稿で取り上げる内容は、初年次教

育における ICT の先駆的な活用の紹介やソフト開発に関する報告ではないことをご理解いた

だきたい。以下、初年次教育の趣旨をふまえ、学生が学習を積み重ねていくうえで必要であ

ると思われる ICT の使用を、私なりにどのように授業内容に盛り込んだのかについて述べて

いきたい。

2 ．「スタディスキルを身につける」の概要
（1）「スタディスキルを身につける」の目的

　「スタディスキルを身につける」は前述の通り、大学生に求められる基本的なスタディスキ

ルの修得を目的とした演習科目である。科目のシラバスでは、スタディスキルとして以下の

5 つをあげている。

　① 読む能力　文献や資料を的確に読解することができる 

　② 書く能力　自分の考えや調べたことを論理的にレポートや論文として書くことができる

　③ 調べる能力　図書館やインターネット等を通して必要な情報を探索することができる

　④ 整理する・まとめる能力　自分の考えや調べたことを整理・分類・要約することができる

　⑤ 発表する・表現する能力　自らの意見や見解を正確に伝えることができる

　そのうえで、授業では「⑴資料のポイントをつかむ、⑵レポートを作成する、⑶調べたこ

とをプレゼンテーションするなどの項目を重点的に扱う」とし、「こうしたスキルの育成のた
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めに、調べ、読み、書きのスキルと、プレゼンテーションのスキルの基本を、段階的に学習

する。また、最後の数回では、総仕上げとして全員がそれぞれプレゼンテーションに挑戦す

る」とされる。授業において受講生はレポートや資料を作成し、内容を発表する過程を通し

て、これら 5 つのスキルを「③調べる能力→①読む能力→④整理する・まとめる能力→②書

く能力→⑤発表する・表現する能力」の順で意識する。加えて、これら以外のスキルでは、

⑥聴く能力、⑦議論する能力も必要であることを意識することとなる。

　この科目では、「どのクラスにおいても①～⑤のスキルの基本を学ぶことができますが、ク

ラスによって重視するスキルや授業の進め方などが異なります。」と、内容と進め方について

担当教員の裁量を認めている。ICT の使用についてもこの点は同様である。これは担当する

教員が受講者の実情や OA 教室の使用状況などをふまえながら、特にどの点に着目して授業

を進めるのか、ならびにどのような方法によって行うのかに違いがあることを想定している

ためである。

　以上、「スタディスキルを身につける」は、大学での学びにおける 5 つ（「調べる」「読む」

「まとめる」「書く」「発表する」）と 2 つ（「聴く」「議論する」）のスタディスキルの修得を

主たる目的とする科目であるといえる。また、それに加えて、この科目は新入生のドロップ

アウトを防ぐという役割を担っているところにも特徴がある。これは大学内にほとんど顔見

知りのいない新入生が同学年の学生と知り合うことを通して、スムーズに大学生活に馴染む

ことができるようにするための配慮であるといえる。

　このことをふまえ、この「スタディスキルを身につける」では、①与えられた時間で課題

をやり遂げ、その成果を自覚してもらうこと、②レポート作成やゼミ発表で必要となるスキ

ルを一通り体験してもらうこと、③他者と協働して一つの課題に取り組む体験をしてもらう

こと、④顔見知りや友人をつくる場としても機能させること、の 4 点を授業内容に盛り込む

ことを考えた。そして、情報検索、資料作成、レポート作成では、レポートや論文の作成を

念頭において可能な限り ICT を使用するような授業内容にするとともに、情報やデータの適

切な使用についても教示するよう配慮した。

（2）授業内容およびスケジュール

　私は「スタディスキルを身につける」を2010年から2013年度まで担当した。先述のとおり、

授業概要と到達目標は各教員で同じものを共有した。そのうえで、具体的な授業計画は先述

のような理由から各々の教員で作成した。私の場合は、要約すると第 1 回：オリエンテーシ

ョン、第 2 ～ 5 回：ガイダンス等、第 6 ～13回：グループによる資料作成および発表、第14・

15回：レポートの作成およびまとめ、とした。そして、詳細な授業内容は、図書館ガイダン

スや OA 教室の使用などについて他のクラスと日程を調整した後に、初回授業時に改めて提

示することとした。スケジュールと内容は年度ごとに見直しを行ったが、年度を重ねるにつ

れて概ね固まっていった3 ）。
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　2013年度の内容は、資料 1 ならびに表 1 のとおりである。内容は、①個人による学習（講

義の聞き方とレポート作成）と②グループによる協働学習（グループ作業とプレゼンテーシ

ョン）の大きく 2 つに分けて計画した。以下、主な内容を取り上げて述べる。

　初回の自己紹介ではスタディスキル全体を意識してもらうために、自分に関する情報を紙

に列挙してもらい、取捨選択を行ったうえで自己紹介用のメッセージにまとめて発表しても

らった。

表 1 ：「スタディスキルを身につける」（窄山担当）授業スケジュール（2013年度版）

テーマ
1 オリエンテーション：自己紹介
2 講義「大学生（として）の学び方」
3 講義「ノートの必要性」／ IT センター利用申請（Web）指示
4 【図書館利用】KOALA ガイダンス／書評4 ）課題の提示
5 【OA 教室利用】課題①資料検索／課題②ミニレポート作成
6 課題①コミュニケーション演習／課題②関心をもっているテーマの提出
7 発表のグルーピングとテーマの決定／ミニレポート返却
8 グループ作業：テーマと結論（主張）の確認／「今後の予定」の説明
9 【OA 教室利用】グループ作業：インターネットなどによる資料収集
10 【OA 教室利用】グループ作業：（配布）資料作成／引用の説明
11 【OA 教室利用】グループ作業：グループ内での確認と修正作業
12 グループ発表と質疑、議論
13 グループ発表と質疑、議論
14 【OA 教室利用】レポート作成（ 2 ,000～ 2 ,400字）
15 模擬討論／課題レポートと書評の提出

出所：筆者作成

資料 1 ：「スタディスキルを身につける」内容（概要）
出所：筆者作成
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　 2 ・ 3 回目は講義の形態によって、聴くこと（ノートを作ることを含む）の重要性を意識

してもらった。内容は①大学生として学んでいくうえで知っておくべきことがら（単位や評

価方法など）を、「大学要覧」や「人間健康学部新入生のためのガイドブック」を参考に説明

し、時間の使い方の重要性と結果の自己責任について自覚するよう促した。②レポート・論

文は他人に読んでもらうものであることから、作成の際には収集した情報や自分の考えを再

構成する必要があること、加えてその作業を行うためには自分のノートを持つことが有用で

あることを説明した。また、 5 回目にはノートテイキングをテーマにミニレポートを作成し

てもらう旨を伝えた。

　 5 回目では、 2 ・ 3 回目で伝えておいたミニレポートの作成に取り組んでもらい、レポー

ト作成時におけるノートの重要性や事前準備の必要性を意識してもらった。なお、このレポ

ートは 7 回目の授業時に、書き方の基本ルールなどについてコメントを付して返却した。

　 7 回目以降は、受講生の関心ごとに基づいてグルーピングを行い、グループとして一つの

発表を計画してもらった。関心ごとに基づいてグルーピングを行ったのは、受講生の課題に

対する動機づけを考えてのことである。また、グループとしてテーマを一つに絞り、その結

論を考えてもらうとともに、メンバーにはそのテーマを細分化してサブテーマを作り、それ

を分担するよう指示した。これは、グループのテーマとメンバー間のテーマの関連性を意識

することを通して、共同研究（分担研究）の基本的な形態を体験してもらうためである。

　12・13回目はグループごとのプレゼンテーションを課題とした。プレゼンテーションでは

メンバーそれぞれがプレゼンテーションソフトを使用しながら発表することを義務づけた。

聴いているものを意識して発表してもらうことで、改めてプレゼンテーションのむずかしさ

を体験してもらうとともに、発表について注意していきたい点を考えてもらった。

　なお、6 ・15回目は議論におけるコミュニケーションをテーマに課題に取り組んでもらい、

結論とその理由の関係、質疑応答の仕方や異なる意見のまとめ方などについて考えてもらっ

た。特に15回目では「コピペ」の是非をテーマに模擬的に議論してもらった。

3 ．ICT の活用
　ICT の使用はスタディスキルを体験する際の重要な事項である。また、新入生には初期の

段階で図書館の蔵書検索や大学メール、Z ドライブなど学内外のネットワークを一度使用し

てもらうことも重要であると考える。受講生にはワープロソフトの使い方に精通していない

ものやプレゼンテーションソフトをほとんど使用したことがないというものもいることが確

認できた。そのため、基本的なことではあるが、① ICT を使用して一定の資料収集を行い、

そのうえでワープロソフトによってレポートを作成すること、加えて、②プレゼンテーショ

ンソフトで発表用資料を作ること、の 2 点を授業内容に盛り込むことにした。

　ICT 使用と授業内容の関連は以下のとおりである。クラスでは特別な機器やソフトを使用

して授業を行うのではなく、ワープロソフトとプレゼンテーションソフトに関する基本的な
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ことがらについて、発表資料やレポートの作成を通して修得してもらうことを目標とした。

以下、ICT と関連する内容について取り上げて述べる。（表 2 参照）

　まず、3 回目の講義では、大学外のネットワークを使用するために「IT センター利用申請

（Web）」を受講者各自で行うよう指示しておいた。これは、OA 教室の利用申込みを一度体

験しておいてもらうことを考慮してのことである。

　 4 回目の内容は図書館利用ガイダンスである。ここでは蔵書の検索方法を学んでもらうこ

とが主たる目的である。言うまでもなく、大学図書館が所有する書誌情報を蔵書検索システ

ムによって収集し、その情報を活用することは学習を進めるうえで身につけておきたい事項

である。

　 5 回目は OA 教室での演習とした。利用申請を事前に済ましていることを前提に、学内外

のホームページを閲覧して必要な情報を収集していく課題に取り組んでもらった。内容は蔵

書検索システム（KOALA）によって蔵書を検索したり、官公庁のホームページを閲覧する

などして、指示された情報を収集するというものであり、所要時間は20分程度とした（資料

2 参照）。

　また、この回はノートテイキングをテーマとしたミニレポートを作成してもらった（資料

3 参照）。ここでの目的は 2 つである。一つはワープロソフトの書式設定の方法や書き方の基

本ルール、レポートの基本形式、データの保存手順（Z ドライブの使用）などを確認しても

らうことである。特に書式を40行に設定することは、ページレイアウトのタグをクリックし

てページ設定を開く作業があるため、その際には余白の設定についても確認してもらった。

今一つは、授業時間内にレポートを作成してもらうことを通して、その場でいざ書こうとし

ても文章にするのは容易ではないことに改めて気づいてもらうことである。レポート作成は

予告してあるのでノートを持参するなどの準備をしている受講生もいたが、その場合でも思

いつくままに書いたものと構成を考えて書いたものでは違いがあることを知ってもらった。

そして、600～800字であっても事前に書く内容を準備しておくことが重要であることに気づ

表 2 ：「スタディスキルを身につける」（窄山担当）における ICT の使用（2013年度版）

授業形態 ICT の使用内容
3 講 義 IT センター利用申請（Web）指示
4 講 義 蔵書検索システム（KOALA）の使用ガイダンス
5 個 人 作 業 ①インターネットによる基礎的資料検索　②ミニレポート作成
8 グループ作業 テーマ、個々の進行状況の共有、調整
9 グループ作業 インターネットなどによる発表用の基礎資料の収集
10 グループ作業 プレゼンテーションソフトによる資料作成
11 グループ作業 各自の発表内容の確認と調整
12 グループ報告 プレゼンテーション
13 グループ報告 プレゼンテーション
14 個 人 作 業 レポート作成

 出所：筆者作成
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資料 2 ：ネットワークの利用時に使用した課題例
出所：筆者作成

資料 3 ：受講生に示したミニレポートの課題内容
出所；筆者作成
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いてもらうための機会とした。

　 8 回から12回はグループによる発表資料の作成準備とした。ここでは OA 教室でパソコン

を前にグループで話し合いながら作業してもらうことを基本とした。グループのテーマと自

分の担当するテーマを行き来しつつ、自分のテーマに関する資料を関連サイトなどから収集

して資料を作成することが課題となるが、その際に提示資料と配布資料の区別、必要であれ

ば読み原稿の作成にも取り組んでもらった。また、発表用の資料は複数の資料を用いて作成

することや、引用する場合には出所を必ず明示するなどの注意を与えた。加えて、提示資料

を作成する際には、モニター上で見る場合とスクリーン上で見る場合で文字の印象が異なる

ことを考慮に入れて、資料を見る側の立場に立って文字の大きさや色などにも気を配るよう

指示した（資料 4 参照）。

資料 4 ：作成資料のレイアウト（例示）の提示
出所：筆者作成
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　14回目は授業内容全体を通してのレポート作成とした。テーマは「スタディスキルを身に

つける」であり、授業での体験をふりかえりながら、その意味について考察することを課題

とした。授業時間内に仕上がれば提出してもらい、できなければ次週までの課題とした。 4

回目での経験で学んだ受講生は書くべき内容を事前に準備してきており、入力作業もスムー

ズであることが見てとれた。

　なお、授業後半のグループ作業開始時には、今後の発表やレポート作成にあたっての注意

点をまとめ、受講者に配布した（資料 5 参照）。

資料 5 ：配布プリント（今後の予定）
出所：筆者作成
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4 ．受講生の感想ならびにそれに対するコメント
　ICT の使用について受講生の感想を、特に初年次教育との関連で 2 点取り上げる。

　「スタディスキルを身につける」という科目については、多くの受講生が授業を受けるまで

どのような授業であるかを想像できなかったと振り返っていた。初年次教育の趣旨からする

と、この時点からの ICT の活用についても考える必要があるといえる。授業において、イン

フォメーションで確認できるシラバスにその授業内容が書かれていることを説明し、またシ

ラバスにある 5 つのスキルの内容や演習という授業形態、評価方法などを説明することで、

この科目の持つ意義や内容を理解することができたと書いてくれた受講生がいた。自分が受

講したい、あるいはしようとする科目がどのような内容であるかは、先輩学生などからの情

報だけでなく、シラバスを通して知ることができるということを学んだのではないかと考える。

　次に、自分の関心ごとに基づいてグループを作り、一つのテーマについてプレゼンテーシ

ョンソフトを使用して資料を作成し発表するという体験は、これまであまり経験したことが

なく、勉強になったとの感想が見られた。特に、各メンバーのテーマや発表順を確認し合い、

聴き手を意識しながら資料を作成し、質問を想定して発表の準備をするなどの作業を、グル

ープで期日に間に合うように行うことは貴重な体験であったと振り返っていた。自分がメン

バーの一人であることを意識し、責任を果たすことの大切さを感じることができたとのこと

であった。また、授業時間内に OA 教室を使用して作業することでお互いの進捗状況が確認

できたとともに、ソフトなどの使い方や保存方法についても知っていることをお互いに共有

できたとのことであった。さらに、プレゼンテーションソフトによる資料作成では、文字の

大きさや色合い、アニメーションやイラスト、図表の挿入などについて、発表を聴いてくれ

る人を意識して考えることができてよかったとのことであった。

　こうした感想をふまえると、担当時に考えた目的はある程度達成できたのではないかと考

える。

5 ．今後の課題─ICT の使用との関連から─
　初年次教育における ICT の使用について、今後の課題として 3 点あげておきたい。それら

は内容、方法、目標の観点から、⑴クラス内での習熟度別指導内容の検討、⑵ ICT を活用し

た教育方法のさらなる検討、⑶テーマづくりに向けて、である。

⑴　クラス内での習熟度別指導内容の検討

　当然であるが、受講生の ICT に関する知識や利用経験は一様ではない。例えば、プレゼン

テーションソフトをほとんど使用したことがないものがクラスには少なからずいた。知識や

利用経験の違いは、授業を進めていくうえで考慮しておかなければならないと考える。

　社会福祉相談援助の観点に立てば、受講生の個別性を重視し、その受講生に合わせた指導

が求められるとともに、同様にクラスを視野に入れた指導に配慮する必要がある。対策とし
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て、グループの指導であっても個別にコメントするとともに、グループ作業では互いに発表

内容を確認しあうよう教示することで、グループ活動に対する受講生一人ひとりの動機づけ

の向上にも配慮したところである。

　しかしながら、個々の受講生に着目すれば、授業内容をむずかしいと感じるものとやさし

いと感じるものがいる。特に習熟度の高いものは時間を持て余す場合も見受けられたことか

ら、その際には難易度を高めて指示をするなど個別に配慮したが、それでも物足らない内容

になっているのではないかと感じた。

　この点は初年次教育や ICT の活用に限ったことではないが、初年次教育であるがゆえのド

ロップアウト防止を考えた場合、集団における個別指導は学びに対する意欲・態度、学力、

ICT の利用経験などを念頭において、引き続き検討していくことが求められると考える。

⑵　ICT を活用した教育方法のさらなる検討

　初年次教育との関連で言えば、基本的なスタディスキルを修得するという目的に照らして、

ICT をどのように授業に盛り込んでいくのか、また盛り込んでいくことができるのかは重要

な課題であるといえる。授業で ICTの機器を活用する場合はそれをどう使うかに気を配った。

例えば、授業内で資料やレポートを作成する際に、受講者の作業中の画面をモニターして随

時コメントすることは可能であったが、受講者からはすぐに気づき修正することができると

いう感想がある一方で、プレッシャーを感じるとの感想もあった。機器を使用して何らかの

教示をするにしても、その具体的な方法については受講者一人ひとりの状況に留意する必要

があると感じた。

　また、モバイルや学習支援モジュールの活用、表計算ソフトや統計処理ソフトの使用など、

種々のハードやソフトを活用した教育方法についても考えていく必要がある。この点は報告

されたものがあることから、私のように ICT に関する専門的知識が乏しいものでも活用しう

る方法を、これらの報告に学びながら考えていくことも課題であると感じる。

⑶　テーマづくりに向けて

　卒業論文の作成を見据えた場合、テーマづくりについては早い時期に理解しておく方がよ

いように感じられた。自分の関心ごとをテーマに仕上げていく場合、焦点としての対象とそ

の対象をとらえるための視点を決めることが必要になるが、そのことに気づくためにはテー

マづくりを学習しておくことが重要であると考える。

　「スタディスキルを身につける」では、「テーマについて自分の考え（主張）を明確にし、

資料を適切に使用してそれを他者に説明する」という基本的なスタイルを理解するとともに、

そのためのスキルを修得し、今後の学習に活かしていくことが目標となる。先述のとおり、

授業ではグルーピングを行うために受講生に関心ごとを書いてもらったが、例をあげると「サ

ッカー」「野球」や「トレーニング方法」など大きな内容を書いているものが見受けられた。
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グルーピングは関心の近いものが同じグループになるように配慮したが、その後の作業で自

分のテーマに関連する資料の多さや他のメンバーのテーマとの調整のむずかしさに気づき、

対象の限定と視点の明確化に必然的に取り組むことになる。特に ICT による情報収集は自分

のテーマが大きすぎることを意識する機会となる。ネット上にある多様な情報を見ることで、

改めて自分の言いたいことがどのようなことで、限られた時間でそれを言うためにどのよう

な情報を選択し、またそれをどのようにまとめていくのかを考える機会になるためである。

さらには、自分のテーマがグループ全体の発表の中で適切なものであったかどうかについて

もプレゼンテーションを通して自分なりに評価することになる。

　このことをふまえると、スタディスキルの修得に繰り返し取り組んでいくことが、自分の

関心を掘り下げて具体的なテーマにまとめる練習になるとともに、レポートの作成において

も「コピペ」を無造作に繰り返すのではなく、自分の主張との関連において引用しなければ

ならない理由を考えていくことにつながると考える。

　テーマづくりは自分の関心ごとを整理し、形にしていくという楽しみがある。一方で、自

分の関心ごとを明確にしていく作業は試行錯誤の繰り返しでもある。ICT を使用することで

この試行錯誤を効果的に体験できるような内容を検討することは、初年次教育以降の演習内

容を考えていくうえでも意味のあることではないかと感じた。その意味では、この課題はス

タディスキルの発展的な課題としてとらえることができるように思われる。

6 ．おわりに
　「スタディスキルを身につける」における ICT の使用では、そのための知識や技術の修得

が目標となるのではなく、学習や研究を進めていくうえでこれを効果的に活用できるように

なることが目標になると考える。言い換えれば、ワープロソフトを使えるようになるための

知識や技術を修得することが課題ではなく、例えば指示された内容に基づいてレポートを作

成するために、そのソフトを使用できるようになることが課題となる。そのため、「スタディ

スキルを身につける」では新入生の大学での生活ならびに学習支援を目的として、また ICT

の使用についても多くの学生が日常的に使用できる範囲を念頭において、授業を計画するよ

う努めたところであるが、同時にいくつかの課題にも気づくことができた。これらについて

は今後も検討していきたい。

　最後に、冒頭で述べたように、本稿は初年次教育である「スタディスキルを身につける」

での ICT の使用例の一つとして報告したものであることをご理解いただきたいと思う。

注）

1 ． 関西大学人間健康学部は、「『こころ』『からだ』『くらし』を総合的にとらえ、健やかでおおらか

な生き方をめざす教育と研究を行う」ことを目的として、2010年 4 月に開設された。この学部で

は、これら「 3 つの事象を『人間が幸福であること』を指標として、どのようにすれば、より高
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みにもっていくことができるかを考えることを眼目」とし、「人間が幸福であること＝健やかで

おおらかに生きること」を実現する知恵や技法を考えるため、「スポーツと健康コース」「福祉と

健康コース」の 2 コースにおいて、「人間の健康に関する学際的な学びを提供している。詳細は

学部オリジナルサイトを参照のこと。

2 ． 情報通信に係る用語として、ICT（情報通信技術：Information and Communication Technology）

と IT（情報技術：Information Technology）があるが、本稿ではこれらを同義語としてとらえ、

表記上は ICT を使用した。

3 ． 授業内容を考えるに際して、また本稿を執筆するに際していくつかの文献を参照した。例えば、

スタディスキルを含む初年次教育関連では中澤・森・本村（2007）、初年次教育テキスト編集委

員会（2009）、世界思想社編集部（2011）、山田・林（2011）、関西学院大学総合政策学部（2012）

などを、論文の書き方では白井・高橋（2008）、小笠原（2009）、戸田山（2012）などを、また

ICT の活用では本村（2009）、山本・岩﨑（2012）、岩﨑・山本（2013）などを参考とした。本

稿は実践報告ではあるがこれらの文献を引用・参考文献に記載しておきたい。

4 ． この書評は人間健康学部が取り組んでいる「21世紀教養プロジェクト」のブックレビュー・コン

テストとリンクしている。このコンテストは、21世紀の新しい社会を担うための教養を身につけ

るというプロジェクトの目的のもと、プロジェクトの推薦図書から 1 冊を選び、ブックレビュー

（書評）をまとめてもらうというものである。
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